
１：ニセコ町第２次環境基本計画の第１次見直し及び環境白書の作成：作業フロー

1 庁内の取組み状況の把握 1.1.1 各種関連計画ほか

1.1.2 年度別ローリング（施策や事業の状況）

1.2 庁内ヒアリング 1.2.1 関連する課からポイントを聞く

2 住民や事業者の状況把握 2.1 取り組み状況の全体把握 2.1.1 広報ニセコ等からの情報収集

2.2 住民や事業者からの情報収集2.2.1 ヒアリング等による取り組み状況の把握

2.3 総合計画アンケート（H27）から 2.3.1 環境領域部分を抜粋し再活用

3 計画見直し案の作成 3.1 収集した内外の情報の集約 3.1.1 上記の全ての情報の集約 1 基礎情報の集約 1.1 集約情報の体系化

3.2 見直しの作成 3.2.1 見直し修正対比の形で 2 物語のプロット作成 2.1 プロット案の作成

3.3 庁内関連各課の確認 3.3.1 必要に応じて再ヒアリング 3.1 ストーリーライティング

3.2 バックデータとのリンク

3.4 町長ヒアリング 3.4.1 新たな大きな政策方針等

4 住民ワークショップ 4.1 物語とバックデータがテーマ

3.5.1 環境審議会

3.5.2 まちづくり講座、パブリックコメント、ほか 5 「白書」の最終案作成 5.1 白書の編集

3 物語を書く

「ニセコ町第２次環境基本計画の第１次見直し」支援 「ニセコ町環境白書の作成」支援

成果品 成果品

1.1 文献・データ資料の分析

3.5
見直し案への住民意見およ
び情報共有



２：環境白書「物語」を構成するプロットの考え方（暫定案）

環境白書の構成

●流域の土地利用・・農地、山林、市街地、リゾート等 A．オビラメの会

　　○羊蹄山麓 ●生物的多様性・・・イトウ B．有島謝恩会（灌漑溝）

　　○ニセコ山系 ●水循環・・・水源 C．有島の里山（環境評価の会）

　　○昆布岳 ●緑の循環・・植生の遷移 D．カタクリの丘を保全する会

　　○尻別川河岸 ●物質循環・・・落差工 E．宮山千本桜の会

●エネルギーの腑存・・・水力発電 F．ニセコ創生協会（フットパス）

●歴史・・・尻別川探索、開拓入植、 G．王子製紙発電所

●住民活動や行政、事業者の多様的な展開・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・H．真狩軌道線跡

I．アドベンチャー

J．ネイチャーガイド

★尻別川とその支流 K．ほか・・・

①松浦武四郎の尻別川川下り（安政４年／第18番〜第30番ブイラ）

②イトウの生息環境の復活（オビラメの会）

③水質日本一（水質調査）

■環境基本計画の「水循環」と「物質循環」の紹介や説明ではなく、それらの循環に、自然界や人間社会、特に、住民活動
　や事業者、行政の、多様な関わりの全体を、ひとつの物語として紡ぎ出す。
■物語の目的は、環境基本計画の全体を網羅的に理解してもらうことではなく、ニセコ町の環境の根幹のひとつである「水
　循環」に焦点を当てて、その多様性の有機的全体性を感覚として理解してもらうこと。
■物語の詳細具体化については、今後の取り組みの中から。（→「作業フロー」参照）

（２）計画体系の進行状況
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